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平成29年度　施政方針
村長へ提言（小学校）
中・小学校卒業式
ふるさとづくり実践活動
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第69回
伊是名中学校卒業式



平
成
２９
年
度

　施
政
方
針

　
本
日
こ
こ
に
、
平
成
29
年
第
１

回
伊
是
名
村
議
会
定
例
会
の
開
会

に
当
た
り
、
提
案
申
し
上
げ
ま
す

各
会
計
予
算
並
び
に
諸
議
案
の
説

明
に
先
立
ち
ま
し
て
、
平
成
29
年

度
の
村
政
運
営
に
臨
む
所
信
を
申

し
述
べ
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
村

民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
村
民
の
皆
様
か
ら
付
託

を
頂
き
、
村
長
就
任
以
来
、
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、「
明
る
く
住
み
よ
い
村
づ
く

り
」実
現
に
向
け
、
諸
事
業
を
着

実
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
中
略
）

　
今
後
も
引
き
続
き
、
村
づ
く
り

の
将
来
像
で
あ
る「
歴
史
と
自
然
、

人
が
共
生
す
る
と
き
わ
の
し
ま
・

伊
是
名
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

と
お
り
、
本
村
の
歴
史
性
、
自
然

性
、
人
間
性
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
共
生
す
る
、
活
気
に
満
ち
た
村

を
目
指
し
て
各
施
策
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
村
づ
く
り
の
指
針
と

な
る「
第
４
次
伊
是
名
村
総
合
計

画
」は
、
平
成
28
年
度
で
前
期
５
年

が
終
了
し
、
本
年
度
か
ら
い
よ
い

よ
後
期
５
年
が
始
ま
り
ま
す
。
前

期
５
年
の
課
題
を
後
期
５
年
計
画

に
反
映
さ
せ
、
産
業
、
福
祉
・
保
健
・

医
療
、
教
育
・
文
化
等
に
鋭
意
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
主

要
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
第
４
次

総
合
計
画
で
掲
げ
た
５
つ
の
基
本

目
標
に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

１ 

歴
史
に
学
び
、
自
然
を
愛

す
る
し
ま
づ
く
り

　

　
本
村
は
、
琉
球
王
国
第
二
尚
氏

王
統
の
始
祖「
尚
円
王
」生
誕
の
地

で
あ
り
、
歴
史
・
文
化
遺
産
の
豊

富
な
村
で
す
。
ま
た
、
二
見
ケ
浦

海
岸
な
ど
の
自
然
海
岸
や
伊
是
名

山
森
林
公
園
な
ど
の
緑
豊
か
な
山

林
、
古
民
家
が
残
る
集
落
景
観
や

田
園
風
景
と
い
っ
た
自
然
環
境
や

歴
史
的
景
観
を
多
く
有
し
て
い
ま

す
。
こ
の
伝
統
的
な
歴
史
文
化
や

自
然
環
境
を
保
全
し
、
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

1 

自
然
環
境
の
保
全

　
本
村
の
自
然
景
観
と
植
物
群

は
、
類
い
希
な
特
異
性
を
持
っ
て

お
り
、
そ
の
魅
力
あ
る
自
然
や
景

観
等
を
保
全
・
活
用
し
、
人
と
自

然
が
共
生
す
る
村
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
景
観
形

成
に
有
効
な
赤
瓦
屋
根
の
新
設
や

葺
き
替
え
に
要
す
る
経
費
の
一
部

助
成
や
景
観
形
成
活
動
を
行
っ
て

い
る
各
集
落
に
活
動
費
の
助
成
を

行
う
な
ど
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
魅
力
的
な
景
観
形
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
の
下
原
海
岸
に
群
生

し
て
い
る
ウ
コ
ン
イ
ソ
マ
ツ
は
、

貴
重
な
海
岸
植
物
で
、
県
内
で
の

生
息
箇
所
も
限
ら
れ
て
い
る
上
、

絶
滅
の
危
惧
に
瀕
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
特
に
、
屋
の
下
原
海
岸

の
群
生
は
大
変
珍
し
く
、
文
化
財

に
指
定
す
る
価
値
が
あ
る
と
の
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
等
と
協
議
し

て
、
天
然
記
念
物
指
定
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
い
、
そ
の
保
全
・

保
護
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

2 
歴
史
・文
化
の
保
全
、
継
承

　
本
村
は
、
琉
球
王
国
第
二
尚
氏

王
統
の
始
祖「
尚
円
王
」の
生
誕
地

と
し
て
知
ら
れ
、
王
家
縁
の
工
芸

品
や
古
文
書
及
び
史
跡
等
が
数
多

く
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
民
が
等

し
く
郷
土
文
化
に
触
れ
、
文
化
財

へ
の
関
心
や
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
保
護
と
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
地
域
文
化
の
創
造
活
動

を
推
進
し
、
文
化
財
の
発
掘
や
調

査
、
保
全
修
理
、
施
設
整
備
に
努

め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
文
化
財
行

政
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

学
芸
員
を
新
規
採
用
し
、
み
ほ
そ

所
修
復
整
備
事
業
、
伊
是
名
玉
御

殿
石
段
の
整
備
等
に
着
手
す
る
な

ど
、
さ
ら
に
旧
蔵
品
修
復
・
復
元

整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
県
指

定
有
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る「
伊

是
名
の
神
ア
サ
ギ
」及
び「
勢
理
客

の
神
ア
サ
ギ
」の
屋
根
茅
等
の
腐

食
が
著
し
く
危
険
な
た
め
、
修
復

し
て
保
存
継
承
を
図
り
ま
す
。

２ 

気
質
を
誇
り
、う
ま
ん
ち
ゅ

の
交
流
す
る
し
ま
づ
く
り

　
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
歴
史
・
文

化
、
地
域
の
特
性
等
を
活
か
し
た

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
交
流
に

よ
る
学
習
な
ど
を
推
進
し
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学
習
で

き
る
し
ま
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
力
強
く
歩
ん

で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育

環
境
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
学

校
や
家
庭
、
地
域
住
民
と
連
携
し

た
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を
含

め
た
生
涯
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」等
の
大
会
を
誘
致
し
、
交

流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

1 

学
校
教
育
の
充
実

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
園
児
・

児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
自
ら
学
び
自

ら
考
え
る
力
な
ど「
生
き
る
力
」を

育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
学
力

の
向
上
と
島
立
ち
教
育
を
進
め
、

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
及

び
本
村
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た

幼
・
小
・
中
連
携
教
育「
伊
是
名
方

式
教
育
」を
推
進
し
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
正
に

基
づ
き
、
全
教
師
に
よ
る
指
導

体
制
を
整
え
、
学
校
や
地
域
の
実

態
に
応
じ
た
年
間
指
導
計
画
を
作

成
し
、
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る

心「
豊
か
な
心
」を
育
む
道
徳
教
育

の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
学

習
環
境
の
充
実
を
図
る
観
点
か

ら
、
学
校
の
施
設
整
備
は
避
け
ら

れ
ず
、
平
成
28
年
度
小
学
校
耐
力

度
調
査
に
お
い
て
耐
震
性
不
適
と

診
断
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
小
学

校
建
設
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
よ
り
安
全
で
快
適
な

学
習
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
進
め
て
参
り
ま
す
。
将

来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
日
々
通

う
学
校
施
設
は
、
一
日
の
大
半
を

過
ご
す
学
習
の
場
で
あ
り
、
そ
の

安
全
性
の
確
保
は
極
め
て
重
要
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
園

舎
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も
含
め

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま

た
、
児
童
生
徒
の
人
材
育
成
並
び

に
学
力
向
上
推
進
を
図
る
観
点
か

ら
、
小
中
学
校
に
お
け
る
学
習
に

遅
れ
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
学
習

支
援
及
び
教
育
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
引
き
続
き
学
習
支
援
事
業
、

児
童
生
徒
島
外
教
育
活
動
支
援
事

業
、
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
連
携
推
進
事
業
、

人
材
育
成
事
業
（
日
高
小
と
の
交

流
）、
地
域
学
力
向
上
支
援
事
業
、

離
島
高
校
生
就
学
支
援
事
業
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
等
を

継
続
実
施
致
し
ま
す
。

　
幼
児
期
に
お
け
る
教
育
は
、
生

涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を

培
う
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
就
学
前
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
、
幼
稚
園
教
育
要
領
に
基
づ

き
、「
基
本
的
生
活
習
慣
の
形
成
」

「
遊
び
を
通
し
た
総
合
的
な
指
導

の
充
実
」等
を
推
進
し
、
ま
た
心

の
教
育
の
充
実
、
豊
か
な
感
性
、

人
と
関
わ
る
力
の
基
礎
、
道
徳
性

の
芽
生
え
な
ど
を
培
う
よ
う
幼
児

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

2 

社
会
教
育
・生
涯
教
育
の
充
実

国
際
化
の
進
展
及
び
情
報
化
社

会
と
い
っ
た
時
代
の
変
化
に
伴
い
、

社
会
教
育
、
生
涯
教
育
に
対
す
る

村
民
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学

習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
各
種

サ
ー
ク
ル
活
動（
書
道
教
室
、
英
会

話
教
室
、
歌
声
教
室
）、
無
料
学
習

塾
（
尚
円
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
）を
今
後

も
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
核
家
族
化
、
共
働
き
世

帯
の
増
加
、
地
域
の
連
帯
感
の
希

薄
化
な
ど
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
、
生
き
て
い

く
上
で
基
本
と
な
る
生
活
習
慣
や

規
範
意
識
、
し
つ
け
、
倫
理
観
、

社
会
性
の
育
成
を
身
に
つ
け
る
た

め「
家
～
な
れ
～
」運
動
を
推
進
し

ま
す
。

3 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の
健
全
な

発
達
に
資
す
る
と
と
も
に
、
明
る

く
豊
か
な
活
力
に
満
ち
た
生
き
が

い
の
あ
る
社
会
の
形
成
に
役
立
つ

も
の
で
あ
り
、
村
民
が
健
康
を
保

持
増
進
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が

日
常
生
活
の
中
に
自
己
の
体
力
や

年
齢
に
応
じ
て
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

4 

交
流
と
連
携
の
充
実

　
本
村
は
、
５
つ
の
集
落
か
ら
成

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
特
色
を

持
ち
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
形
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
豊

か
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維

持
し
な
が
ら
交
流
・
連
携
を
促
進

し
ま
す
。

　
昭
和
63
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
い
ぜ
な
88
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
」
は
、
村
全
体
が
活
気
溢
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
、
今
回
で
30
回
目
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
大

会
に
相
応
し
い
、
充
実
し
た
取
り

組
み
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
県
外
修
学
旅
行
生
に

よ
る
「
民
泊
宿
泊
交
流
体
験
事

業
」
も
軌
道
に
乗
り
、
順
調
に
推

移
し
て
お
り
ま
す
。
観
光
産
業
の

更
な
る
発
展
を
図
る
た
め
、
引
き

続
き
、
い
ぜ
な
島
観
光
協
会
と
連

携
を
図
り
、
交
流
事
業
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

３ 

人
に
や
さ
し
く
、
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
し
ま
づ
く
り

　
本
村
は
離
島
村
で
あ
り
、
医
療
・

福
祉
対
策
は
、
重
要
な
課
題
の
一

つ
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高

齢
化
の
傾
向
は
避
け
ら
れ
ず
、
本

村
の
高
齢
化
率
は
、
全
国
及
び
沖

Ⅰ
、
は
じ
め
に

Ⅱ
、
平
成
29
年
度

主
要
施
策

伊是名村長
前 田  政 義
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平
成
２９
年
度

　施
政
方
針

　
本
日
こ
こ
に
、
平
成
29
年
第
１

回
伊
是
名
村
議
会
定
例
会
の
開
会

に
当
た
り
、
提
案
申
し
上
げ
ま
す

各
会
計
予
算
並
び
に
諸
議
案
の
説

明
に
先
立
ち
ま
し
て
、
平
成
29
年

度
の
村
政
運
営
に
臨
む
所
信
を
申

し
述
べ
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
村

民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
村
民
の
皆
様
か
ら
付
託

を
頂
き
、
村
長
就
任
以
来
、
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、「
明
る
く
住
み
よ
い
村
づ
く

り
」実
現
に
向
け
、
諸
事
業
を
着

実
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
中
略
）

　
今
後
も
引
き
続
き
、
村
づ
く
り

の
将
来
像
で
あ
る「
歴
史
と
自
然
、

人
が
共
生
す
る
と
き
わ
の
し
ま
・

伊
是
名
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

と
お
り
、
本
村
の
歴
史
性
、
自
然

性
、
人
間
性
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
共
生
す
る
、
活
気
に
満
ち
た
村

を
目
指
し
て
各
施
策
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
村
づ
く
り
の
指
針
と

な
る「
第
４
次
伊
是
名
村
総
合
計

画
」は
、
平
成
28
年
度
で
前
期
５
年

が
終
了
し
、
本
年
度
か
ら
い
よ
い

よ
後
期
５
年
が
始
ま
り
ま
す
。
前

期
５
年
の
課
題
を
後
期
５
年
計
画

に
反
映
さ
せ
、
産
業
、
福
祉
・
保
健
・

医
療
、
教
育
・
文
化
等
に
鋭
意
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
29
年
度
の
主

要
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
第
４
次

総
合
計
画
で
掲
げ
た
５
つ
の
基
本

目
標
に
沿
っ
て
、
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

１ 

歴
史
に
学
び
、
自
然
を
愛

す
る
し
ま
づ
く
り

　

　
本
村
は
、
琉
球
王
国
第
二
尚
氏

王
統
の
始
祖「
尚
円
王
」生
誕
の
地

で
あ
り
、
歴
史
・
文
化
遺
産
の
豊

富
な
村
で
す
。
ま
た
、
二
見
ケ
浦

海
岸
な
ど
の
自
然
海
岸
や
伊
是
名

山
森
林
公
園
な
ど
の
緑
豊
か
な
山

林
、
古
民
家
が
残
る
集
落
景
観
や

田
園
風
景
と
い
っ
た
自
然
環
境
や

歴
史
的
景
観
を
多
く
有
し
て
い
ま

す
。
こ
の
伝
統
的
な
歴
史
文
化
や

自
然
環
境
を
保
全
し
、
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

1 

自
然
環
境
の
保
全

　
本
村
の
自
然
景
観
と
植
物
群

は
、
類
い
希
な
特
異
性
を
持
っ
て

お
り
、
そ
の
魅
力
あ
る
自
然
や
景

観
等
を
保
全
・
活
用
し
、
人
と
自

然
が
共
生
す
る
村
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
景
観
形

成
に
有
効
な
赤
瓦
屋
根
の
新
設
や

葺
き
替
え
に
要
す
る
経
費
の
一
部

助
成
や
景
観
形
成
活
動
を
行
っ
て

い
る
各
集
落
に
活
動
費
の
助
成
を

行
う
な
ど
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

た
魅
力
的
な
景
観
形
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
の
下
原
海
岸
に
群
生

し
て
い
る
ウ
コ
ン
イ
ソ
マ
ツ
は
、

貴
重
な
海
岸
植
物
で
、
県
内
で
の

生
息
箇
所
も
限
ら
れ
て
い
る
上
、

絶
滅
の
危
惧
に
瀕
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
特
に
、
屋
の
下
原
海
岸

の
群
生
は
大
変
珍
し
く
、
文
化
財

に
指
定
す
る
価
値
が
あ
る
と
の
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
等
と
協
議
し

て
、
天
然
記
念
物
指
定
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
い
、
そ
の
保
全
・

保
護
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

2 

歴
史
・文
化
の
保
全
、
継
承

　
本
村
は
、
琉
球
王
国
第
二
尚
氏

王
統
の
始
祖「
尚
円
王
」の
生
誕
地

と
し
て
知
ら
れ
、
王
家
縁
の
工
芸

品
や
古
文
書
及
び
史
跡
等
が
数
多

く
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
民
が
等

し
く
郷
土
文
化
に
触
れ
、
文
化
財

へ
の
関
心
や
意
識
を
高
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
保
護
と
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
地
域
文
化
の
創
造
活
動

を
推
進
し
、
文
化
財
の
発
掘
や
調

査
、
保
全
修
理
、
施
設
整
備
に
努

め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
文
化
財
行

政
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

学
芸
員
を
新
規
採
用
し
、
み
ほ
そ

所
修
復
整
備
事
業
、
伊
是
名
玉
御

殿
石
段
の
整
備
等
に
着
手
す
る
な

ど
、
さ
ら
に
旧
蔵
品
修
復
・
復
元

整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
県
指

定
有
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る「
伊

是
名
の
神
ア
サ
ギ
」及
び「
勢
理
客

の
神
ア
サ
ギ
」の
屋
根
茅
等
の
腐

食
が
著
し
く
危
険
な
た
め
、
修
復

し
て
保
存
継
承
を
図
り
ま
す
。

２ 
気
質
を
誇
り
、う
ま
ん
ち
ゅ

の
交
流
す
る
し
ま
づ
く
り

　
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
歴
史
・
文

化
、
地
域
の
特
性
等
を
活
か
し
た

学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
交
流
に

よ
る
学
習
な
ど
を
推
進
し
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学
習
で

き
る
し
ま
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
力
強
く
歩
ん

で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育

環
境
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
学

校
や
家
庭
、
地
域
住
民
と
連
携
し

た
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を
含

め
た
生
涯
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」等
の
大
会
を
誘
致
し
、
交

流
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

1 

学
校
教
育
の
充
実

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
園
児
・

児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
自
ら
学
び
自

ら
考
え
る
力
な
ど「
生
き
る
力
」を

育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
学
力

の
向
上
と
島
立
ち
教
育
を
進
め
、

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
及

び
本
村
の
地
域
特
性
を
活
か
し
た

幼
・
小
・
中
連
携
教
育「
伊
是
名
方

式
教
育
」を
推
進
し
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
正
に

基
づ
き
、
全
教
師
に
よ
る
指
導

体
制
を
整
え
、
学
校
や
地
域
の
実

態
に
応
じ
た
年
間
指
導
計
画
を
作

成
し
、
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る

心「
豊
か
な
心
」を
育
む
道
徳
教
育

の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
学

習
環
境
の
充
実
を
図
る
観
点
か

ら
、
学
校
の
施
設
整
備
は
避
け
ら

れ
ず
、
平
成
28
年
度
小
学
校
耐
力

度
調
査
に
お
い
て
耐
震
性
不
適
と

診
断
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
小
学

校
建
設
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
よ
り
安
全
で
快
適
な

学
習
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
進
め
て
参
り
ま
す
。
将

来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
日
々
通

う
学
校
施
設
は
、
一
日
の
大
半
を

過
ご
す
学
習
の
場
で
あ
り
、
そ
の

安
全
性
の
確
保
は
極
め
て
重
要
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
園

舎
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も
含
め

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま

た
、
児
童
生
徒
の
人
材
育
成
並
び

に
学
力
向
上
推
進
を
図
る
観
点
か

ら
、
小
中
学
校
に
お
け
る
学
習
に

遅
れ
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
学
習

支
援
及
び
教
育
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
引
き
続
き
学
習
支
援
事
業
、

児
童
生
徒
島
外
教
育
活
動
支
援
事

業
、
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
連
携
推
進
事
業
、

人
材
育
成
事
業
（
日
高
小
と
の
交

流
）、
地
域
学
力
向
上
支
援
事
業
、

離
島
高
校
生
就
学
支
援
事
業
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
等
を

継
続
実
施
致
し
ま
す
。

　
幼
児
期
に
お
け
る
教
育
は
、
生

涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を

培
う
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
就
学
前
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
、
幼
稚
園
教
育
要
領
に
基
づ

き
、「
基
本
的
生
活
習
慣
の
形
成
」

「
遊
び
を
通
し
た
総
合
的
な
指
導

の
充
実
」等
を
推
進
し
、
ま
た
心

の
教
育
の
充
実
、
豊
か
な
感
性
、

人
と
関
わ
る
力
の
基
礎
、
道
徳
性

の
芽
生
え
な
ど
を
培
う
よ
う
幼
児

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

2 

社
会
教
育
・生
涯
教
育
の
充
実

国
際
化
の
進
展
及
び
情
報
化
社

会
と
い
っ
た
時
代
の
変
化
に
伴
い
、

社
会
教
育
、
生
涯
教
育
に
対
す
る

村
民
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学

習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
各
種

サ
ー
ク
ル
活
動（
書
道
教
室
、
英
会

話
教
室
、
歌
声
教
室
）、
無
料
学
習

塾
（
尚
円
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
）を
今
後

も
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
核
家
族
化
、
共
働
き
世

帯
の
増
加
、
地
域
の
連
帯
感
の
希

薄
化
な
ど
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
、
生
き
て
い

く
上
で
基
本
と
な
る
生
活
習
慣
や

規
範
意
識
、
し
つ
け
、
倫
理
観
、

社
会
性
の
育
成
を
身
に
つ
け
る
た

め「
家
～
な
れ
～
」運
動
を
推
進
し

ま
す
。

3 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の
健
全
な

発
達
に
資
す
る
と
と
も
に
、
明
る

く
豊
か
な
活
力
に
満
ち
た
生
き
が

い
の
あ
る
社
会
の
形
成
に
役
立
つ

も
の
で
あ
り
、
村
民
が
健
康
を
保

持
増
進
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が

日
常
生
活
の
中
に
自
己
の
体
力
や

年
齢
に
応
じ
て
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

4 
交
流
と
連
携
の
充
実

　
本
村
は
、
５
つ
の
集
落
か
ら
成

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
特
色
を

持
ち
、
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
形
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
豊

か
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
維

持
し
な
が
ら
交
流
・
連
携
を
促
進

し
ま
す
。

　
昭
和
63
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
い
ぜ
な
88
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
」
は
、
村
全
体
が
活
気
溢
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
、
今
回
で
30
回
目
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
大

会
に
相
応
し
い
、
充
実
し
た
取
り

組
み
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
県
外
修
学
旅
行
生
に

よ
る
「
民
泊
宿
泊
交
流
体
験
事

業
」
も
軌
道
に
乗
り
、
順
調
に
推

移
し
て
お
り
ま
す
。
観
光
産
業
の

更
な
る
発
展
を
図
る
た
め
、
引
き

続
き
、
い
ぜ
な
島
観
光
協
会
と
連

携
を
図
り
、
交
流
事
業
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

３ 

人
に
や
さ
し
く
、
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
し
ま
づ
く
り

　
本
村
は
離
島
村
で
あ
り
、
医
療
・

福
祉
対
策
は
、
重
要
な
課
題
の
一

つ
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高

齢
化
の
傾
向
は
避
け
ら
れ
ず
、
本

村
の
高
齢
化
率
は
、
全
国
及
び
沖

Ⅰ
、
は
じ
め
に

Ⅱ
、
平
成
29
年
度

主
要
施
策

伊是名村長
前 田  政 義
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縄
県
よ
り
高
い
水
準
で
推
移
し
て

お
り
、
今
後
も
高
齢
化
は
進
行
し

て
い
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
高
齢
者
福
祉
へ
の
対

応
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
伊
是
名
村
地
域
保
健

福
祉
計
画
」に
基
づ
き
、
医
療
・
福

祉
施
設
の
充
実
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
へ
の
支
援
等
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
に
支
え
合
い
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る「
人
に
や
さ
し
く
、

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
し
ま
づ
く

り
」を
目
指
し
ま
す
。

1 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

「
伊
是
名
村
老
人
保
健
福
祉
計

画
」
に
基
づ
い
た
高
齢
者
福
祉
の

推
進
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
が

必
要
と
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

チ
ヂ
ン
園
に
お
い
て
、
利
用
者
の

増
加
、
要
介
護
者
が
病
気
に
な
っ

た
と
き
の
家
族
介
護
が
厳
し
い
場

合
の
受
け
入
れ
、
家
族
介
護
者
が

島
外
に
出
る
場
合
の
受
け
入
れ

等
、
そ
れ
ら
の
要
望
に
対
応
す
る

た
め
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
病
床
の
増

設
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

村
と
し
て
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

2 

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

障
が
い
者
が
安
全
か
つ
快
適
に

生
活
が
で
き
、
自
ら
の
意
思
で
社

会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
し
ま
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、

福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど
の
様
々

な
分
野
と
の
連
携
や
地
域
住
民
と

の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
第
四
次
障
が
い
者
保
健

福
祉
計
画
に
基
づ
き
諸
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

3 

児
童
・母
子
福
祉
の
充
実

　
就
学
前
の
児
童
が
の
び
の
び
と

健
や
か
に
育
つ
に
は
、
保
護
者

が
安
心
し
て
働
き
、
生
活
す
る
環

境
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
子
育
て
世
代
の

親
が
仕
事
と
両
立
で
き
る
よ
う
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に「
伊
是
名
村
後
期
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」に
基
づ
い

た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

4 

保
健
・医
療
の
充
実

健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

こ
と
は
、
住
民
の
誰
も
が
願
う
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
は
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
を
維
持
で

き
る
よ
う
支
援
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
住

民
健
診
や
健
康
づ
く
り
運
動
の
充

実
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感

染
症
対
策
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

5 

消
防
・救
急
体
制
の
整
備

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
火
災

や
水
難
事
故
等
の
緊
急
時
の
迅
速

な
対
応
を
す
る
た
め
、
防
火
意
識

の
高
揚
や
消
防
団
員
の
育
成
強
化

を
図
り
、
消
防
・
救
急
・
救
助
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
伊
是
名
村
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
村
民

の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
立
場
か
ら
、
防
災
行
政
の
整

備
推
進
を
図
り
ま
す
。

6 

環
境
対
策
の
推
進

　
大
量
消
費
型
の
現
代
社
会
に
お

い
て
、
排
出
さ
れ
る
ご
み
も
多
様

化
し
、
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
。
本
村
も
例
外
で
は
な
く
、

村
内
で
の
処
理
が
で
き
な
い
品
目

に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
の
要
因

と
な
り
、
環
境
悪
化
を
招
い
て
い

る
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
課
題
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め

に
、
村
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
、
再
使
用
、

再
生
利
用
と
い
っ
た
３
Ｒ
行
動
の

促
進
及
び
適
正
な
処
理
を
推
進

し
、
環
境
に
優
し
い「
循
環
型
社

会
」の
実
現
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。

　
な
お
、
昨
年
度
、
地
域
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
に
導
入
し
た
大
型

の
木
材
破
砕
機
は
、
木
材
チ
ッ
プ

を
生
産
し
て
お
り
、
畜
産
農
家
へ

の
敷
き
材
と
し
て
の
活
用
、
堆
肥

原
料
の
一
つ
と
し
て
耕
作
地
へ
の

利
用
及
び
植
栽
マ
ス
へ
の
利
用
等

に
大
い
に
活
用
さ
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
も
、
村
民
の
ご

理
解
と
協
力
の
も
と
、
村
内
一
斉

清
掃
を
年
５
回
程
度
実
施
し
、
環

境
美
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

４ 
豊
か
な
生
活
と
活
力
あ
ふ

れ
る
し
ま
づ
く
り

　
本
村
は
、
良
好
な
自
然
環
境
を

有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

た
農
林
水
産
業
や
観
光
業
等
の
産

業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
や
各
種
産
業
、
基
盤
整
備
を

進
め
、
村
民
が
安
定
し
た
生
活
を

過
ご
せ
る
よ
う「
豊
か
な
生
活
と

活
力
あ
ふ
れ
る
し
ま
づ
く
り
」を

目
指
し
ま
す
。

1 

交
通
体
系
の
整
備

　
① 

道
路
網
の
整
備

　
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
安
全
性
、
利
便
性
及
び
快

適
性
を
第
一
に
と
ら
え
、
引
き
続

き
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
に
よ
り
、
村
道
チ
マ
イ
線
及
び

南
風
原
線
の
整
備
、
沖
縄
振
興
公

共
投
資
交
付
金
事
業
に
よ
り
村
道

チ
ヂ
ン
線
の
整
備
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
長
寿
命

化
及
び
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
総

点
検
を
行
い
、
道
路
体
系
網
の
充

実
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
平
屋
・
伊
是
名
架
橋

建
設
に
つ
い
て
は
、
両
村
民
が
一

体
と
な
っ
て
機
運
を
高
め
る
こ
と

は
勿
論
、
関
係
機
関
等
へ
の
要
請

等
を
継
続
的
に
実
施
す
る
な
ど
、

事
業
化
推
進
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
参
り
ま
す
。

② 

海
上
交
通
の
確
立

　
本
村
と
沖
縄
本
島
を
結
ぶ
海
上

交
通
手
段
と
し
て
、「
フ
ェ
リ
ー

い
ぜ
な
尚
円
」が
１
日
２
便
運
航

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
航
路

事
業
の
健
全
運
営
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

　
荒
天
時
の
仲
田
港
に
お
け
る
係

留
・
停
泊
が
で
き
な
い
場
合
の
仲

田
港
補
完
バ
ー
ス
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
調
査
業
務
及
び
実
施
設
計

業
務
が
完
了
し
、
伊
是
名
漁
港
勢

理
客
地
区
に
お
い
て
、
い
よ
い
よ

本
年
度
か
ら
岸
壁
の
施
工
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
工
事
に
つ
い
て
は
、

県
代
行
事
業
と
し
て
北
部
農
林
水

産
振
興
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
参
り

ま
す
が
、
地
域
住
民
及
び
漁
民
の

皆
様
と
連
携
し
、
早
期
の
完
了
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

整
備
完
了
後
は
、
仲
田
港
の
港
内

事
情
に
よ
る
欠
航
が
改
善
さ
れ
、

運
航
の
円
滑
化
・
効
率
化
が
図
ら

れ
る
な
ど
、
村
民
は
じ
め
、
観
光

客
等
の
利
便
性
に
寄
与
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

2 

上
下
水
道
の
整
備

① 

簡
易
水
道
事
業
の
整
備

　
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
利
用
率
は
高
い
も
の
の
有

収
率
が
低
く
、
収
益
に
繋
が
っ
て

い
な
い
と
言
う
課
題
が
あ
り
、
そ

の
打
開
策
と
し
て
、
水
道
事
業
広

域
化
に
合
わ
せ
、
老
朽
化
し
た
管

路
の
更
新
を
平
成
30
年
度
か
ら
国

庫
補
助
事
業
を
導
入
し
、
実
施
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
必
要
な
事
業
の
事
前
評
価
を

平
成
29
年
度
に
お
い
て
実
施
致
し

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
32
年
度
の
水
道
事

業
広
域
化
に
向
け
て
、
引
き
続
き

県
と
連
携
し
進
め
て
参
り
ま
す
。

② 

農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備

　
本
村
の
農
業
集
落
排
水
施
設

は
、
整
備
か
ら
20
数
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
に
伴
う
劣
化
が
顕
著
に
現

れ
て
お
り
、
機
能
強
化
対
策
に
よ

る
施
設
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
既
存
施
設

の
整
理
統
合
を
前
提
と
し
た
機
能

診
断
調
査
を
踏
ま
え
、
伊
是
名
地

区
と
勢
理
客
地
区
を
統
合
し
た
伊

是
名
西
部
地
区
の
事
業
化
に
着
手

し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
管
路
敷
設
工
事
及

び
処
理
施
設
の
実
施
設
計
業
務

を
行
い
、
環
境
負
荷
の
低
減
及
び

生
活
環
境
の
向
上
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

3 

農
林
業
の
振
興

　
農
業
は
本
村
経
済
の
中
核
と
な

る
基
幹
産
業
で
あ
り
、
さ
と
う
き

び
や
水
稲
に
加
え
、
野
菜
や
果
樹

等
の
生
産
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
台
風
等
の
被

害
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
さ
と
う

き
び
の
生
育
が
非
常
に
良
く
、
製

糖
工
場
の
操
業
も
安
定
し
て
お

り
、
農
家
所
得
の
向
上
が
図
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
農
業
生
産
振
興
の
た
め

に
、
今
後
も
引
き
続
き
、
堆
肥
の

導
入
事
業
を
始
め
と
す
る
農
業
振

興
政
策
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
な
お
、
農
業
の
担
い
手
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
も
深
刻
と
な
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
新
規
就
農
者

の
確
保
を
目
的
に
、
青
年
就
農
交

付
金
を
活
用
し
、
農
業
の
担
い
手

確
保
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
遊
休
化
し
て
い
る
鉄
骨
ハ
ウ

ス
を
利
用
し
た
植
物
工
場
の
整
備

事
業
を
推
進
し
、
本
村
の
新
た
な

特
産
品
創
出
に
活
用
で
き
る
よ
う

進
め
て
参
り
ま
す
。

4 

水
産
業
の
振
興

　
本
村
は
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

恵
ま
れ
た
漁
業
環
境
に
あ
り
ま

す
。
中
で
も
、
基
幹
漁
業
で
あ
る

モ
ズ
ク
養
殖
は
、
県
下
で
も
有
数

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
高
い
水

揚
げ
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
で
は
海
ぶ
ど
う
の
養
殖
を
行

う
な
ど
、
新
た
な
品
目
の
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
漁
家
所
得
の
不
安
定
及
び

組
合
経
営
の
悪
化
等
、
本
村
の
漁

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
伊
是
名
漁
業

協
同
組
合
が
策
定
す
る「
浜
の
活

力
再
生
プ
ラ
ン
」の
も
と
、
漁
業
組

合
と
連
携
を
強
化
し
、
水
産
業
の

振
興
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
藻
類
協
議
会
を
発
足
し
、

モ
ズ
ク
等
の
拠
点
産
地
と
し
て
認

定
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
、
水
産

業
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
参
り

ま
す
。

5 
商
工
業
の
振
興

　
本
村
に
は
大
型
企
業
は
な
く
、

大
半
が
小
規
模
零
細
企
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
商
業
施

設
も
な
く
、
Ｊ
Ａ
ス
ー
パ
ー
、
共

同
売
店
及
び
個
人
経
営
の
商
店
で

の
買
い
物
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
店
舗
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
小
規
模
な
が

ら
も
村
経
済
の
活
性
化
に
と
っ
て

は
重
要
な
役
割
を
担
う
産
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
村
商
工
会
と
連
携

を
図
り
、
自
立
発
展
に
む
け
た
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

6 

観
光
産
業
の
振
興

　
本
村
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
や

歴
史
文
化
資
源
な
ど
数
多
く
の
資

源
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
修

学
旅
行
生
に
よ
る
民
泊
体
験
型
交

流
学
習
が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
や
歴
史
文
化
資
源
等
を
保

全
し
な
が
ら
活
用
を
図
り
、
農
林

水
産
業
と
連
携
し
た
観
光
産
業
の

振
興
を
推
進
し
ま
す
。

　
な
お
、
伊
是
名
山
森
林
公
園
に

つ
い
て
は
、
修
学
旅
行
生
等
の
利
用

が
多
く
、
安
全
面
か
ら
も
再
整
備
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縄
県
よ
り
高
い
水
準
で
推
移
し
て

お
り
、
今
後
も
高
齢
化
は
進
行
し

て
い
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
高
齢
者
福
祉
へ
の
対

応
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
伊
是
名
村
地
域
保
健

福
祉
計
画
」に
基
づ
き
、
医
療
・
福

祉
施
設
の
充
実
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
へ
の
支
援
等
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
に
支
え
合
い
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る「
人
に
や
さ
し
く
、

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
し
ま
づ
く

り
」を
目
指
し
ま
す
。

1 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

「
伊
是
名
村
老
人
保
健
福
祉
計

画
」
に
基
づ
い
た
高
齢
者
福
祉
の

推
進
を
図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
が

必
要
と
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

チ
ヂ
ン
園
に
お
い
て
、
利
用
者
の

増
加
、
要
介
護
者
が
病
気
に
な
っ

た
と
き
の
家
族
介
護
が
厳
し
い
場

合
の
受
け
入
れ
、
家
族
介
護
者
が

島
外
に
出
る
場
合
の
受
け
入
れ

等
、
そ
れ
ら
の
要
望
に
対
応
す
る

た
め
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
病
床
の
増

設
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

村
と
し
て
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

2 

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

障
が
い
者
が
安
全
か
つ
快
適
に

生
活
が
で
き
、
自
ら
の
意
思
で
社

会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
し
ま
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、

福
祉
・
保
健
・
医
療
な
ど
の
様
々

な
分
野
と
の
連
携
や
地
域
住
民
と

の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
第
四
次
障
が
い
者
保
健

福
祉
計
画
に
基
づ
き
諸
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

3 

児
童
・母
子
福
祉
の
充
実

　
就
学
前
の
児
童
が
の
び
の
び
と

健
や
か
に
育
つ
に
は
、
保
護
者

が
安
心
し
て
働
き
、
生
活
す
る
環

境
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
子
育
て
世
代
の

親
が
仕
事
と
両
立
で
き
る
よ
う
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に「
伊
是
名
村
後
期
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」に
基
づ
い

た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

4 

保
健
・医
療
の
充
実

健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

こ
と
は
、
住
民
の
誰
も
が
願
う
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
実
現
に
は
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
を
維
持
で

き
る
よ
う
支
援
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
住

民
健
診
や
健
康
づ
く
り
運
動
の
充

実
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感

染
症
対
策
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

5 

消
防
・救
急
体
制
の
整
備

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
火
災

や
水
難
事
故
等
の
緊
急
時
の
迅
速

な
対
応
を
す
る
た
め
、
防
火
意
識

の
高
揚
や
消
防
団
員
の
育
成
強
化

を
図
り
、
消
防
・
救
急
・
救
助
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
伊
是
名
村
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
村
民

の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護

す
る
立
場
か
ら
、
防
災
行
政
の
整

備
推
進
を
図
り
ま
す
。

6 

環
境
対
策
の
推
進

　
大
量
消
費
型
の
現
代
社
会
に
お

い
て
、
排
出
さ
れ
る
ご
み
も
多
様

化
し
、
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
。
本
村
も
例
外
で
は
な
く
、

村
内
で
の
処
理
が
で
き
な
い
品
目

に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
の
要
因

と
な
り
、
環
境
悪
化
を
招
い
て
い

る
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
課
題
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め

に
、
村
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
、
再
使
用
、

再
生
利
用
と
い
っ
た
３
Ｒ
行
動
の

促
進
及
び
適
正
な
処
理
を
推
進

し
、
環
境
に
優
し
い「
循
環
型
社

会
」の
実
現
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。

　
な
お
、
昨
年
度
、
地
域
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
に
導
入
し
た
大
型

の
木
材
破
砕
機
は
、
木
材
チ
ッ
プ

を
生
産
し
て
お
り
、
畜
産
農
家
へ

の
敷
き
材
と
し
て
の
活
用
、
堆
肥

原
料
の
一
つ
と
し
て
耕
作
地
へ
の

利
用
及
び
植
栽
マ
ス
へ
の
利
用
等

に
大
い
に
活
用
さ
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
も
、
村
民
の
ご

理
解
と
協
力
の
も
と
、
村
内
一
斉

清
掃
を
年
５
回
程
度
実
施
し
、
環

境
美
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

４ 

豊
か
な
生
活
と
活
力
あ
ふ

れ
る
し
ま
づ
く
り

　
本
村
は
、
良
好
な
自
然
環
境
を

有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

た
農
林
水
産
業
や
観
光
業
等
の
産

業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
や
各
種
産
業
、
基
盤
整
備
を

進
め
、
村
民
が
安
定
し
た
生
活
を

過
ご
せ
る
よ
う「
豊
か
な
生
活
と

活
力
あ
ふ
れ
る
し
ま
づ
く
り
」を

目
指
し
ま
す
。

1 

交
通
体
系
の
整
備

　
① 

道
路
網
の
整
備

　
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
安
全
性
、
利
便
性
及
び
快

適
性
を
第
一
に
と
ら
え
、
引
き
続

き
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
に
よ
り
、
村
道
チ
マ
イ
線
及
び

南
風
原
線
の
整
備
、
沖
縄
振
興
公

共
投
資
交
付
金
事
業
に
よ
り
村
道

チ
ヂ
ン
線
の
整
備
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
長
寿
命

化
及
び
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
総

点
検
を
行
い
、
道
路
体
系
網
の
充

実
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
伊
平
屋
・
伊
是
名
架
橋

建
設
に
つ
い
て
は
、
両
村
民
が
一

体
と
な
っ
て
機
運
を
高
め
る
こ
と

は
勿
論
、
関
係
機
関
等
へ
の
要
請

等
を
継
続
的
に
実
施
す
る
な
ど
、

事
業
化
推
進
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
て
参
り
ま
す
。

② 

海
上
交
通
の
確
立

　
本
村
と
沖
縄
本
島
を
結
ぶ
海
上

交
通
手
段
と
し
て
、「
フ
ェ
リ
ー

い
ぜ
な
尚
円
」が
１
日
２
便
運
航

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
航
路

事
業
の
健
全
運
営
を
目
指
し
て
参

り
ま
す
。

　
荒
天
時
の
仲
田
港
に
お
け
る
係

留
・
停
泊
が
で
き
な
い
場
合
の
仲

田
港
補
完
バ
ー
ス
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
調
査
業
務
及
び
実
施
設
計

業
務
が
完
了
し
、
伊
是
名
漁
港
勢

理
客
地
区
に
お
い
て
、
い
よ
い
よ

本
年
度
か
ら
岸
壁
の
施
工
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
工
事
に
つ
い
て
は
、

県
代
行
事
業
と
し
て
北
部
農
林
水

産
振
興
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
参
り

ま
す
が
、
地
域
住
民
及
び
漁
民
の

皆
様
と
連
携
し
、
早
期
の
完
了
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

整
備
完
了
後
は
、
仲
田
港
の
港
内

事
情
に
よ
る
欠
航
が
改
善
さ
れ
、

運
航
の
円
滑
化
・
効
率
化
が
図
ら

れ
る
な
ど
、
村
民
は
じ
め
、
観
光

客
等
の
利
便
性
に
寄
与
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

2 

上
下
水
道
の
整
備

① 

簡
易
水
道
事
業
の
整
備

　
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
利
用
率
は
高
い
も
の
の
有

収
率
が
低
く
、
収
益
に
繋
が
っ
て

い
な
い
と
言
う
課
題
が
あ
り
、
そ

の
打
開
策
と
し
て
、
水
道
事
業
広

域
化
に
合
わ
せ
、
老
朽
化
し
た
管

路
の
更
新
を
平
成
30
年
度
か
ら
国

庫
補
助
事
業
を
導
入
し
、
実
施
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
必
要
な
事
業
の
事
前
評
価
を

平
成
29
年
度
に
お
い
て
実
施
致
し

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
32
年
度
の
水
道
事

業
広
域
化
に
向
け
て
、
引
き
続
き

県
と
連
携
し
進
め
て
参
り
ま
す
。

② 

農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備

　
本
村
の
農
業
集
落
排
水
施
設

は
、
整
備
か
ら
20
数
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
に
伴
う
劣
化
が
顕
著
に
現

れ
て
お
り
、
機
能
強
化
対
策
に
よ

る
施
設
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
既
存
施
設

の
整
理
統
合
を
前
提
と
し
た
機
能

診
断
調
査
を
踏
ま
え
、
伊
是
名
地

区
と
勢
理
客
地
区
を
統
合
し
た
伊

是
名
西
部
地
区
の
事
業
化
に
着
手

し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
管
路
敷
設
工
事
及

び
処
理
施
設
の
実
施
設
計
業
務

を
行
い
、
環
境
負
荷
の
低
減
及
び

生
活
環
境
の
向
上
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

3 

農
林
業
の
振
興

　
農
業
は
本
村
経
済
の
中
核
と
な

る
基
幹
産
業
で
あ
り
、
さ
と
う
き

び
や
水
稲
に
加
え
、
野
菜
や
果
樹

等
の
生
産
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
台
風
等
の
被

害
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
さ
と
う

き
び
の
生
育
が
非
常
に
良
く
、
製

糖
工
場
の
操
業
も
安
定
し
て
お

り
、
農
家
所
得
の
向
上
が
図
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
農
業
生
産
振
興
の
た
め

に
、
今
後
も
引
き
続
き
、
堆
肥
の

導
入
事
業
を
始
め
と
す
る
農
業
振

興
政
策
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
な
お
、
農
業
の
担
い
手
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
も
深
刻
と
な
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
新
規
就
農
者

の
確
保
を
目
的
に
、
青
年
就
農
交

付
金
を
活
用
し
、
農
業
の
担
い
手

確
保
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
遊
休
化
し
て
い
る
鉄
骨
ハ
ウ

ス
を
利
用
し
た
植
物
工
場
の
整
備

事
業
を
推
進
し
、
本
村
の
新
た
な

特
産
品
創
出
に
活
用
で
き
る
よ
う

進
め
て
参
り
ま
す
。

4 

水
産
業
の
振
興

　
本
村
は
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

恵
ま
れ
た
漁
業
環
境
に
あ
り
ま

す
。
中
で
も
、
基
幹
漁
業
で
あ
る

モ
ズ
ク
養
殖
は
、
県
下
で
も
有
数

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
高
い
水

揚
げ
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
で
は
海
ぶ
ど
う
の
養
殖
を
行

う
な
ど
、
新
た
な
品
目
の
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
漁
家
所
得
の
不
安
定
及
び

組
合
経
営
の
悪
化
等
、
本
村
の
漁

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
伊
是
名
漁
業

協
同
組
合
が
策
定
す
る「
浜
の
活

力
再
生
プ
ラ
ン
」の
も
と
、
漁
業
組

合
と
連
携
を
強
化
し
、
水
産
業
の

振
興
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
藻
類
協
議
会
を
発
足
し
、

モ
ズ
ク
等
の
拠
点
産
地
と
し
て
認

定
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
、
水
産

業
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
参
り

ま
す
。

5 

商
工
業
の
振
興

　
本
村
に
は
大
型
企
業
は
な
く
、

大
半
が
小
規
模
零
細
企
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
型
商
業
施

設
も
な
く
、
Ｊ
Ａ
ス
ー
パ
ー
、
共

同
売
店
及
び
個
人
経
営
の
商
店
で

の
買
い
物
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
店
舗
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
小
規
模
な
が

ら
も
村
経
済
の
活
性
化
に
と
っ
て

は
重
要
な
役
割
を
担
う
産
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
村
商
工
会
と
連
携

を
図
り
、
自
立
発
展
に
む
け
た
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

6 

観
光
産
業
の
振
興

　
本
村
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
や

歴
史
文
化
資
源
な
ど
数
多
く
の
資

源
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
修

学
旅
行
生
に
よ
る
民
泊
体
験
型
交

流
学
習
が
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
や
歴
史
文
化
資
源
等
を
保

全
し
な
が
ら
活
用
を
図
り
、
農
林

水
産
業
と
連
携
し
た
観
光
産
業
の

振
興
を
推
進
し
ま
す
。

　
な
お
、
伊
是
名
山
森
林
公
園
に

つ
い
て
は
、
修
学
旅
行
生
等
の
利
用

が
多
く
、
安
全
面
か
ら
も
再
整
備
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が
必
要
で
あ
る
と
の
村
民
か
ら
の

要
望
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
再
整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
業

務
を
行
い
、
利
用
さ
れ
る
皆
様
の

利
便
性
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

7 

効
率
的
な
行
財
政
運
営

　
本
村
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
面

で
は
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
村
税

収
入
の
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合

が
低
い
状
況
に
あ
り
、
地
方
交
付

税
や
国
庫
支
出
金
に
大
き
く
依
存

し
た
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
積

極
的
な
推
進
に
努
め
る
と
共
に
、

貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
の

徴
収
率
の
向
上
は
、
極
め
て
重
要

で
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
経
済
状
況

の
中
で
、
や
り
く
り
し
な
が
ら
村

税
を
完
納
し
て
頂
い
て
い
る
方
々

の
納
税
意
識
を
削
ぐ
こ
と
な
く
、

公
平
・
公
正
な
賦
課
と
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
か
ら「
い
ぜ
な
島

観
光
協
会
」に
業
務
委
託
し
、
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
の
導
入
を
図
っ
た
こ

と
や
村
郷
友
会
の
積
極
的
な
取
り

組
み
に
よ
り
、
大
幅
に
伸
び
て
お

り
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
は
、
自

治
体
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
、
将

来
に
希
望
が
広
が
る
施
策
を
展
開

し
て
い
け
る
よ
う
、
歳
入
確
保
及

び
歳
出
削
減
に
努
め
、
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

５ 

結
い
の
心
で
支
え
る

協
働
の
し
ま
づ
く
り

　
本
村
は
、
５
つ
の
集
落
か
ら
成

り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集

落
で
は
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
良

い
住
民
生
活
の
住
環
境
の
質
を
高

め
る
た
め
に
は
、
住
民
と
行
政
、

地
域
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
一

体
と
な
っ
た
協
働
の
し
ま
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民

と
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

支
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
住
民
へ
の
情
報
公
開

等
を
推
進
す
る
と
共
に
、
広
く
住

民
の
意
見
等
を
反
映
さ
せ
る
た
め

「
行
政
懇
談
会
」を
開
催
し
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
、
し
ま
づ
く
り
に

主
体
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る

施
策
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
他
に
も
多
く
の
施
策

を
展
開
し
、
村
民
福
祉
の
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方

針
説
明
と
致
し
ま
す
。
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　本部警察署大城剛署長が、前田村長を訪れ、認知
症高齢者等見守り活動事業に係る協定を締結しまし
た。認知症高齢者等の増加が見込まれる中、認知症高
齢者等とその家族等が安心して暮らせる社会づくり
のため、地域における認知症への理解の促進を図る
とともに、地域全体の見守り態勢を構築していくこ
ととします。

　
伊
是
名
小
学
校
5
年
生
が
、

前
田
村
長
へ
の
提
言
発
表
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
５
年
生
は
、
昨
年
7
月
26
日

か
ら
7
月
29
日
（
3
泊
4
日
）

の
日
程
で
沖
縄
離
島
体
験
交
流

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
1
日
目

は
、
糸
満
青
少
年
自
然
の
家
に

て
、
4
離
島
（
伊
是
名
、
南
大

東
、
与
那
国
、
西
表
）
7
校
51

名
の
5
年
生
が
、
池
田
卓
氏
の

講
演
会
や
夢
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
で
交
流
し
ま
し

た
。
翌
日
か
ら
宮
古
島
市
の
池

間
島
へ
行
き
、
サ
バ
ニ
体
験
、

カ
ツ
オ
燻
製
体
験
、
民
泊
体
験

「
伊
是
名
島
の
自
然
を
生
か
し
て
」

（
代
表
）
小
学
５
年
生
　
伊
禮 

沙
耶

　
私
は
、
伊
是
名
島
の
自
然
を
生
か
し
た
企

画
・
行
事
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
や
今
年
初
め
て
行
わ
れ
た

マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
伊
是
名
島
の
き
れ
い
な
景

色
を
見
て
も
ら
う
事
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
は
、
き
れ
い
な
海

で
泳
い
で
も
ら
い
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
、

山
や
島
の
き
れ
い
な
空
気
を
は
だ
で
感
じ
、

伊
是
名
島
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
い

ま
す
。
き
れ
い
な
自
然
を
こ
れ
か
ら
も
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
海
岸
清
掃
、
道
ば
た
の

ゴ
ミ
拾
い
を
自
ら
進
ん
で
行
い
、
伊
是
名
島

の
き
れ
い
な
自
然
を
残
し
て
、
観
光
客
や
ト

ラ
イ
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
伊
是
名
島

の
自
然
を
生
か
し
た
企
画
・
行
事
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
夢
は
、

こ
の
よ
う
な

行
事
で
全
国

の
皆
さ
ん
に

伊
是
名
島
の

良
さ
や
魅
力

を
知
っ
て
も

ら
い
、
は
だ

で
感
じ
て
ほ

し
い
で
す
。

等
を
通
し
て
、
池
間
島
で
の
体

験
学
習
や
交
流
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
池
間
島
で
体
験
交

流
学
習
を
し
て
き
た
活
動
報
告

と
「
将
来
、
自
分
が
伊
是
名
島

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
、
し
た

い
こ
と
」
と
題
し
て
、
村
長
へ

提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
前
田
村
長
か
ら
は
、
「
池
間

島
で
の
体
験
交
流
活
動
を
上
手

く
ま
と
め
て
報
告
が
で
き
ま
し

た
ね
。
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
提

言
書
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
村

政
に
い
か
し
て
い
き
た
い
。
」

と
、
児
童
の
提
言
を
受
け
止
め

ま
し
た
。

３月８日（水）前田村長への
提言発表会

認知症見回り協定 ３月９日（木）

沖縄離島体験交流報告と
く
ん
せ
い

村
長
へ
の
提
言

代表して村長に提言書を手渡す、新城勇人君

が
必
要
で
あ
る
と
の
村
民
か
ら
の

要
望
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
再
整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
業

務
を
行
い
、
利
用
さ
れ
る
皆
様
の

利
便
性
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

7 

効
率
的
な
行
財
政
運
営

　
本
村
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
面

で
は
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
村
税

収
入
の
歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合

が
低
い
状
況
に
あ
り
、
地
方
交
付

税
や
国
庫
支
出
金
に
大
き
く
依
存

し
た
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
積

極
的
な
推
進
に
努
め
る
と
共
に
、

貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
の

徴
収
率
の
向
上
は
、
極
め
て
重
要

で
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
経
済
状
況

の
中
で
、
や
り
く
り
し
な
が
ら
村

税
を
完
納
し
て
頂
い
て
い
る
方
々

の
納
税
意
識
を
削
ぐ
こ
と
な
く
、

公
平
・
公
正
な
賦
課
と
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
か
ら「
い
ぜ
な
島

観
光
協
会
」に
業
務
委
託
し
、
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
の
導
入
を
図
っ
た
こ

と
や
村
郷
友
会
の
積
極
的
な
取
り

組
み
に
よ
り
、
大
幅
に
伸
び
て
お

り
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
は
、
自

治
体
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
、
将

来
に
希
望
が
広
が
る
施
策
を
展
開

し
て
い
け
る
よ
う
、
歳
入
確
保
及

び
歳
出
削
減
に
努
め
、
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

５ 

結
い
の
心
で
支
え
る

協
働
の
し
ま
づ
く
り

　
本
村
は
、
５
つ
の
集
落
か
ら
成

り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集

落
で
は
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
良

い
住
民
生
活
の
住
環
境
の
質
を
高

め
る
た
め
に
は
、
住
民
と
行
政
、

地
域
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
一

体
と
な
っ
た
協
働
の
し
ま
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民

と
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

支
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
住
民
へ
の
情
報
公
開

等
を
推
進
す
る
と
共
に
、
広
く
住

民
の
意
見
等
を
反
映
さ
せ
る
た
め

「
行
政
懇
談
会
」を
開
催
し
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
、
し
ま
づ
く
り
に

主
体
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る

施
策
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
他
に
も
多
く
の
施
策

を
展
開
し
、
村
民
福
祉
の
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方

針
説
明
と
致
し
ま
す
。
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幼稚園修了式

　JA伊是名支店女性部では、高校受験を
控えた中学生に「餅たっぷりのぜんざい」
を贈りました。「必勝合格・頑張れ受験生!!」
と生徒一人ひとりにエールを送りながらぜ
んざいを手渡し、受験生を激励しました。

　河井克行内閣総理大臣補佐官とふるさとづくり
実践活動チームのメンバーが、「ふるさとづくり実
践活動」を実施するため、伊是名村を訪れました。
　この活動は、まちづくり活動に積極的に取り組む
組織と意見交換を行い、今後に活かすことを目的
に開催されました。河井補佐官らメンバーは、伊是
名集落を視察した後、伊是名公民館で村民代表
者を交えてパネルディスカッションを実施しました。
委員から伊是名のしまづくりについて貴重な意見
が出ました。

河井補佐官ご一行を案内する、村民ガイド。

　旧仲田港バースにおいて、沖縄県立沖縄水産高等学校の実
習船｢海邦丸五世｣の一般公開が行われました。訪れた多くの村
民は、船内を熱心に見学していました。
　本船は、船内LANを構築し、衛星回線を使用したインターネット
ができるなど、最新のIT関連機器をはじめ、航海計器、漁業設
備、海洋観測機器等を装備した漁業実習船です。

　伊是名村立幼稚園において、修了式が行
われ、これまで楽しく遊んだ思い出を胸に、
修了証書を受け取りました。

上原 耕一 名嘉  海 潮平 裕作

海邦丸五世 

ふるさとづくり実践活動 in伊是名

受験で餅のように粘り強い力を

発揮できますように・・・3/7火

伊是名中学校 ３月11日（土）

【旅立ちのことば】

３月15日水

潮平 裕作（機関科）
今、頑張っていることは、資格をたくさんとる事を目標に頑張っています。
将来は、船関係の仕事に就きたいと思っています。

名嘉 海（機関科）
頑張っていることは、資格をとって卒業する事です。
将来は、島のフェリーで働きたいと思っています。

上原 耕一（船長科）
今、たくさんの資格を取る為に勉強を頑張っています。
将来は、沖縄本島と島をつなぐフェリーで働きたいと思っています。

　伊
是
名
中
学
校（
与
那
覇
了

校
長
）に
お
い
て
、保
護
者
や
先

生
方
、地
域
の
方
々
に
祝
福
さ

れ
る
中
、卒
業
生
16
名
が
卒
業

の
日
を
迎
え
ま
し
た
。卒
業
生

ひ
と
り
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が

渡
さ
れ
た
あ
と
、与
那
覇
校
長

が「
多
く
の
人
に
感
謝
し
て
新

た
な
る
旅
に
出
ま
し
ょ
う
」と

卒
業
生
を
激
励
し
ま
し
た
。関

係
者
か
ら
の
祝
辞
、あ
い
さ
つ
を

受
け
卒
業
生
を
代
表
し
、東
江

開
道
君
は「
島
立
の
不
安
と
み

ん
な
と
の
別
れ
、寂
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
、今
日
ま
で
育
て
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　仲
間
と
の
強
い
絆
を
信
じ
、

希
望
を
胸
いっ
ぱ
い
に
ふ
く
ら
ま

せ
、歩
ん
で
い
き
ま
す
。」と
、時

折
、声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　伊
是
名
小
学
校（
座
間
味
靖

校
長
）に
お
い
て
、平
成
28
年
度

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　会
場
の
温
か
い
手
拍
子
に

包
ま
れ
て
、に
こ
や
か
に
11
名

の
卒
業
生
が
登
場
し
ま
し
た
。

　座
間
味
校
長
か
ら
卒
業
証

書
が
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ

れ
、そ
の
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や

小
学
校
生
活
の
思
い
出
、こ
こ

ま
で
育
て
て
く
れ
た
ご
両
親
に

対
す
る
感
謝
を
伝
え
て
い
ま

し
た
。

　座
間
味
校
長
は「
知・徳・体

の
め
あ
て・目
標
達
成
、そ
し
て

将
来
の
夢
が
実
現
で
き
る
よ

う
、決
め
た
こ
と
を
継
続
し
て

取
り
組
む『
未
来
を
拓
く
夢

フ
ァ
イ
ル
』を
、十
五
の
島
立
の

時
に〝
な
り
た
い
自
分
に
な
れ

る
よ
う
に
〞〝
希
望
す
る
高
校

に
進
学
で
き
る
よ
う
に
〞続
け

て
下
さ
い
。」と
、式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。式
典
の
最
後
に
、別

れ
の
歌「
ビ
リ
ー
ブ
」を
会
場
に

い
る
全
員
で
合
唱
し
、卒
業
生

は
大
き
な
拍
手
で
見
送
ら
れ

ま
し
た
。

 

特
別
表
彰

　六
年
間
ラ
ン
ド
セ
ル
を
大
切

に
使
い
続
け
た
と
し
て
、卒
業

生
11
名
全
員
が『
ラ
ン
ド
セ
ル

賞
』を
受
賞
し
ま
し
た
。

小
学
校
卒
業
式

～皆様に感謝し前進します!!～

結輝
ゆう　き

～固い絆で結ばれた仲間、
　　永遠の輝きに満ちた未来へ進み続ける～

第69回 卒業式

９か年皆出席賞…島袋 龍騎君と ご両親
りゅう き特別表彰

３
月
17
日（
金
）

〜
ま
っ
す
ぐ
前
を
見
つ
め
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
〜

高校受験全員合格し
ました!!

３月５日（日）

3/8(水)
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幼稚園修了式
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　伊
是
名
中
学
校（
与
那
覇
了

校
長
）に
お
い
て
、保
護
者
や
先

生
方
、地
域
の
方
々
に
祝
福
さ

れ
る
中
、卒
業
生
16
名
が
卒
業

の
日
を
迎
え
ま
し
た
。卒
業
生

ひ
と
り
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が

渡
さ
れ
た
あ
と
、与
那
覇
校
長

が「
多
く
の
人
に
感
謝
し
て
新

た
な
る
旅
に
出
ま
し
ょ
う
」と

卒
業
生
を
激
励
し
ま
し
た
。関

係
者
か
ら
の
祝
辞
、あ
い
さ
つ
を

受
け
卒
業
生
を
代
表
し
、東
江

開
道
君
は「
島
立
の
不
安
と
み

ん
な
と
の
別
れ
、寂
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
、今
日
ま
で
育
て
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　仲
間
と
の
強
い
絆
を
信
じ
、

希
望
を
胸
いっ
ぱ
い
に
ふ
く
ら
ま

せ
、歩
ん
で
い
き
ま
す
。」と
、時

折
、声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　伊
是
名
小
学
校（
座
間
味
靖

校
長
）に
お
い
て
、平
成
28
年
度

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　会
場
の
温
か
い
手
拍
子
に

包
ま
れ
て
、に
こ
や
か
に
11
名

の
卒
業
生
が
登
場
し
ま
し
た
。

　座
間
味
校
長
か
ら
卒
業
証

書
が
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ

れ
、そ
の
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や

小
学
校
生
活
の
思
い
出
、こ
こ

ま
で
育
て
て
く
れ
た
ご
両
親
に

対
す
る
感
謝
を
伝
え
て
い
ま

し
た
。

　座
間
味
校
長
は「
知・徳・体

の
め
あ
て・目
標
達
成
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し
て

将
来
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夢
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実
現
で
き
る
よ

う
、決
め
た
こ
と
を
継
続
し
て

取
り
組
む『
未
来
を
拓
く
夢

フ
ァ
イ
ル
』を
、十
五
の
島
立
の

時
に〝
な
り
た
い
自
分
に
な
れ

る
よ
う
に
〞〝
希
望
す
る
高
校

に
進
学
で
き
る
よ
う
に
〞続
け

て
下
さ
い
。」と
、式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。式
典
の
最
後
に
、別

れ
の
歌「
ビ
リ
ー
ブ
」を
会
場
に

い
る
全
員
で
合
唱
し
、卒
業
生

は
大
き
な
拍
手
で
見
送
ら
れ

ま
し
た
。
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　伊是名村郷友会は、今年の新年会で青年部を発足
し、持続的な維持・継承発展と担い手を育成する新たな
スタートの年となりました。「ふるさと伊是名も郷友会
も永遠なり」と願いつつ、次代を担う若者たちが参加し
易い事業運営も工夫しております。
　10代～90代までの老若男女で
賑わいのある大会にしたいと考えて
おります。興味のあるかたは、
下記までご連絡ください。

　３月開催の「ひな祭り会」で、たくさんの親
子が参加してくれました。折り紙を使ったひな

人形づくりでは、お母さんも子供たちもとても楽
しそうに作業していました。読み聞かせや母子保健推進員さん
の手作りのおやつもあり、素敵なひな祭り会となりました。
　今回でわくわく親子デーを卒業する子に表彰を行いました。

　　　　　　　※電子申請できます。ホームページをご覧下さい！！　http://www.shoubo-shiken.or.jp
【願書提出先・お問合せ先】（一財）消防試験研究センター沖縄県支部
　　　　　　　　　　　　　〒900-0029 那覇市旭町116-37自治会館6階　TEL：098-941-5201

西原町 東崎「多目的」運動公園
（マリンタウン地区）

伊是名村郷友会　
☎090-1947-6528（会長 比嘉一幸）

日時

場所

お問
合せ

平成２９年５月２８日（日）

☆試　験　日　平成29年6月4日（日）
☆試 験 種 類　甲種、乙種（第1類～第6類）、丙種
☆願書受付期間　平成29年4月14日(金)～4月21日(金)
☆試 験 会 場　北部農林高等学校、琉球大学、南部農林高等学校
　　　　　　　宮古工業高等学校、八重山農林高等学校
☆願書配布先　各消防本部予防課、県宮古事務所総務課、
　　　　　　　県八重山事務所総務課、消防試験研究センター沖縄県支部

平成29年度在沖縄米軍施設・区域内大学（基地内大学）就学者の募集について

平成29年度伊是名村育英基金貸与奨学生の募集について

多世代参加型グラウンドゴルフ大会
（第１回）のご案内

　沖縄県国際交流・人材育成財団では、国際化時代に対応ができ、かつ本県の振興を担う人材の育成を図る
ため、本県にある米軍施設・区域内大学への就学希望者を募集します。

平成２９年度 広報いぜな購読料について

　広報いぜなをご愛読いただき、ありがとうございます。
広報いぜな４月号に納付書を同封しましたので、お近くの郵便局にてお支払いただきますようお願いします。
※５月末までにお支払が確認できない場合は、郵送が止まることがあります。

わくわく広場

危険物取扱者試験のご案内
１．応募資格
  (1) 伊是名村に5年以上引き続き住所を有する者、若しくは本村に5年以上住所を有していた者で、
  　　修学のため村外に住所を変更したもの又は本村に本籍を有する者
  (2) 専門学校、高等学校、短期大学、大学又は大学院に在学している者
  (3) 学業成績及び素行が優良で、かつ、心身ともに健康である者で、学校長の推薦のあるもの
  (4) 他の団体から奨学金の貸与又は給与を受けていない者

２．採用予定人数：４名

３．申請書類
  ①貸与生申請書（様式第１号）　　②貸与生推薦書（様式第２号）　　③奨学金貸与状況証明書（別紙１）
  ④在学証明書 ※4月時点での在学する学校　　⑤成績証明書 ※3月まで在学していた学校
  ⑥戸籍抄本　　⑦住民票謄本　　⑧保護者の納税証明書（住民税、固定資産税、国保税）
  ⑨本人の属する世帯の所得証明書　　⑩保護者の村営住宅及び水道、集落排水使用料納付証明書
 ※様式第１号、様式第２号、別紙１は、伊是名村教育委員会窓口にて請求ください。

４．募集期間：平成29年4月1日～4月28日（金）まで（郵送の場合も4月28日必着）

《お問い合わせ先》伊是名村教育委員会　育英基金担当　☎０９８０－４５－２３１８

1 大　学　名‥ メリーランド大学他3大学で、短期大学、大学、大学院、
 そして、ブリッジプログラム（語学研修講座）
2 募 集 人 数‥ 70人程度
3 募 集 期 間‥ 平成29年4月3日（月）～ 4月28日（金） 17:00まで
 郵送の場合、4月28日（金）消印有効
4 受　験　料‥ 6,500円（基準点を満たす各公式スコアをお持ちの方）
 10,500円（基準点を満たす各公式スコアをお持ちでない方）
5 選 考 試 験‥ 第一次選考試験（TOEFL-ITP)　5月13日（土）
 第二次選考試験（面接）　6月中旬
6 募 集 要 項‥ 当財団ホームページよりダウンロード(http://www.oihf.or.jp/)
7 問い合わせ先‥ （公財）沖縄県国際交流・人材育成財団　電話（098) 942-9213

期間　平成29年4月号～平成30年3月号（年間分）　金額　1,000円

お問い合わせ‥役場総務課　☎０９８０－４５－２００１

Information情 報 コ ー ナ ー

次回のわくわく親子デーは６月からスタート

お問い合わせ　保健センター ☎０９８０－４５－２１３７
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月4 5～ 月の行事予定

4/ 2
3
7

10
11
15
22
25

5/ 9
10
11
12
15
27
28
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・公事清明祭（クージシーミー）
・保育所入所式 ・教職員歓迎会
・中学校入学式 ・小中学校１学期始業式
・小学校入学式
・幼稚園入園式 
・村一斉清掃
・伊是名村環境プロジェクト ・ドラッグレース（～23日）
・伊是名村環境の日
・特定健診（伊是名区・内花区）
・特定健診（仲田区・勢理客区）
・特定健診（諸見区）
・婦人科健診
・伊是名村観光の日  
・やんばる駅伝競走（伊平屋島大会）
・グラウンドゴルフ大会（郷友会）
・ユッカヌヒー（海神祭）

我が家のニューフェイスです。よろしくね

伊 禮 　 波 ちゃん（二女）
なみ

平成29年3月1日生　父： 敬　　母： 絵未
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　沖縄県農林水産部水産課主催の沖縄県海ぶど
う品評会が、那覇市ぶんかテンブス館で行われ、
伊是名漁協の海ぶどうが優秀賞に選ばれました。
　品評会は、今回から初めて「持続的漁業生産拡
大のためのマーケティング支援事業」の一環として
開催され、沖縄産「海ぶどう」の品
質向上や衛生管理の推進によ
り、適切な市場評価の形成を
図ると共に、生産者の意欲を
促進し、消費者への高品質
な沖縄産「海ぶどう」の提供
と認知度向上を図ることが目
的として実施されました。

　土帝君祭祀が、関係者参列のもと勢理客川口原
（字勢理客）と諸見屋部（字諸見、字内花、字仲田合
同）の高台にある祠で行われました。区の班長が準備
したお供え物が土帝君祠に並べられ、今年の豊年豊
作を祈願しました。

農業の神様へ農業の神様へ 県産海ぶどう品評会、
伊是名漁協

県産海ぶどう品評会、
伊是名漁協

　昨年は、村内の各戸へ配布していましたが、今年度から
販売のみとなります。商工観光課窓口で販売しており、在
庫に限りがありますので、お早めに購入ください。

平成29年度 村民カレンダー販売中!!

１部 500円
（限定1000部）

☎0980-45-2534

※島外のご購入希望の方
は、商工観光課にお問い
合わせください。

（火）
2/21

2/27(旧暦2/2)2/27(旧暦2/2)

　「島
ぜ
ん
ぶ
で
お
ー
き
な
祭 

沖
縄
国

際
映
画
祭
」の
関
係
者
ご
一
行
が
、前
田

村
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。沖
縄

国
際
映
画
祭
実
行
委
員
長
の
大
崎
氏

は
、「
４
月
に
開
催
す
る
沖
縄
国
際
映
画

祭
が
、10
年
の
節
目
を
迎
え
る
。映
画
祭

は
島
ぜ
ん
ぶ
を
巻
き
込
む
、島
ぜ
ん
ぶ

で
お
ー
き
な
祭
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
開

催
し
て
い
き
た
い
」と
村
へ
の
協
力
の
ご

意
向
を
述
べ
、前
田
村
長
は「
映
画
祭
が

10
年
の
節
目
を
迎
え
る
。こ
の『
大
き
な

祭
り
』を
村
を
あ
げ
て一
緒
に
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」と
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　映
画
祭
は
、４
月
20
日(

木)

〜
４
月

23
日(

日)

の
期
間
で
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。メ
イ
ン
会
場
は
、波
の
上
う
み

そ
ら
公
園（
那
覇
市
）と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

【土帝君】農業の神様、
稲の神様ということで水
田を見渡せる地に唐（中
国大陸）から伝わったと
され、祠には３体の像が
安置されています。

トートク

3/9（木
）


